
保育士職場チャレンジ事業  参加者を募集
　市内保育施設での保育士確保を図るため、保育士職場チャレンジ事業を実施します。
本事業は、現在就労していない方や保育士・幼稚園教諭としての就労経験がない方を対
象に、市内の公立保育施設で保育の仕事を体験できる機会を提供し、就労への不安解消
およびスキルアップを図っていただくことで、市内保育施設での就労を後押しします。
実 施 内 容   次の２種類のコースがあります。

①『ファーストステップコース』～保育の仕事を体験したい方へ～
対 象  市内の保育施設での就職を希望している方で保育士資格・幼稚園教諭免許をお持ちでない方

 （市内在住、18歳以上、学生不可）
内 容  教育・保育現場で観察および職場体験をしていただきます。
回 数  ２回（１回につき３時間程度）　 募集人数   10名程度
時 期  実施希望園との調整による（５月から令和６年２月までに２回）
そ の 他  『ファーストステップコース』受講者には、１回につき1,000円程度の参加賞をお渡しします。

②『スキルアップコース』～保育士資格等を活かした職場実習をしたい方へ～
対 象  市内の保育施設での就職を希望している方で保育士資格・幼稚園教諭免許をお持ちの方

 （市内・市外不問、年齢不問）
内 容  教育・保育現場で実際に子どもと関わり職場実習をしていただきます。
回 数  ３回（１回につき３時間程度）　 募集人数   10名程度
時 期  実施希望園との調整による（５月から令和６年２月までに３回）
そ の 他  『スキルアップコース』受講者には、１回につき2,000円程度の参加賞をお渡しします。

実 施 園  公立保育所または公立こども園（12園）　 申 込 期 間   ５月～令和６年１月末
申 込 手 順  ①募集案内に基づき幼児教育課へ申し込み

※募集案内は、各保育施設、幼児教育課および各総合支所地域振興課市民健康福祉係に設置し
ているほか、市ホームページに掲載しています。

 ②実施希望園と市が調整し、実施園および日程を決定
 ③園と対象者で実施前の最終確認
そ の 他   本事業は保育施設での雇用ではありません。

　市から委託を受けて、各圏域の在宅介護支援センター担当者が、１人暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯を
中心に、ご自宅を訪問しています。訪問の際には、お体のことやもの忘れのこと、生活の困りごと等をお気軽
にご相談ください。

【在宅介護支援センターとは】
　市が地域の身近な高齢者の住民相談窓口として業務委託を行っている機関です。
　在宅で生活されている高齢者やその家族等に対して、在宅介護に関する相談に応じ、必要な保健・福祉サー
ビスが総合的に受けられるように支援します。

こそだて

▶幼児教育課（☎64・3222）

▶地域包括支援課（☎64・3197）

在宅介護支援センターをご存知ですか？

圏　域 在宅介護支援センター 所在地 電話番号
 龍野東圏域

（龍野東中学校区） 西はりまグリーンホームケアセンター 誉田町福田780-1
（介護老人福祉施設西はりまグリーンホーム内） ☎ 63・3101

 龍野西圏域
（龍野西中学校区） くわのみ園在宅介護支援センター 龍野町北龍野新町383-1

（サービス付き高齢者向け住宅ふらっとねす祗園内） ☎ 61・9002

 新宮圏域
（新宮中学校区） ジュネスしんぐ在宅介護支援センター 新宮町井野原531-2

（介護老人保健施設ジュネスしんぐ内） ☎ 75・5228

 揖保川圏域
（揖保川中学校区） 揖保川在宅介護支援センター 揖保川町半田608-1

（介護老人福祉施設いぼがわ荘内） ☎ 72・6600

 御津圏域
（御津中学校区） 御津在宅介護支援センター 御津町中島980-3

（介護老人福祉施設シスナブ御津内） ☎324・0767

学都たつの学都たつののの輝き輝きとと歴史・文化歴史・文化がが薫るまち薫るまちをを目指して目指して

と き  常設展示��９時～17時（土日祝除く）
と こ ろ  市役所�新館３階
そ の 他  ６月14日（水）から７月３日（月）までは法定展

示会です。
ご覧になられた方は、アンケートにご協力をお
願いします。

まなぶ

～教科書を展示しています～

※ご覧になられる方は、学校教育課までお声掛けください。� ▶学校教育課（☎64・3179）
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2023年１月１日からの

市内の災害状況
（５月20日現在）

西はりま消防組合ホームページのご案内
https://fd-nishiharima.jp

16件火災 1,517件救急 14件救助
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正常な場合
正常を知らせる
音声が鳴ります

異常な場合
ボタンを押しても
反応しません

点検方法 ※機種によります
□□ 本体の点検ボタンを押す
□□ 付属のひもを引っぱる　など

反応しない場合、すぐに交換！

電子申請による
申し込みはこちらから

　小中学校の児童生徒が使用する教科書は、法律により、無償で配布されています。
　教科書を見てみると、基礎的、基本的な知識や技能はもちろんのこと、課題を解決するためにさまざまな仕掛けが
あり、思考力、判断力、表現力を育むための工夫がされています。学校の先生は、この教科書を使って、確かな学力が
身につくよう授業を組み立てています。
　たつの市教育委員会では、市内小中学校の児童生徒が使っている教科書のほか、教科書検定に合格した教科書を
常設展示しています。令和６年度からは、小学校において、新しく採択された教科書を使って学習します。
　ぜひ、教科書を手にとっていただき、子どもたちの学習内容を考える機会にしてください。

災害情報案内（自動音声案内）
☎0791・76・7150

休日・夜間病院案内（自動音声案内）
☎0791・76・7160
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